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上曰恭 / 尊賢貴義曰恭 / 尊賢敬讓曰恭 / 福過能改曰恭 // 執事堅固曰恭





























事を敬して上を供じるを と曰う（敬事供上曰 ）・賢を尊びて義を貴ぶを と曰う（尊
賢貴義曰 ）・賢を尊びて敬しみて讓るを と曰う（尊賢敬讓曰 ）・事を執りて堅固
なるを と曰う（執事堅固曰 ）・民を安んじて長悌（長悌 : 敬長愛幼；仁愛）なるを






































































「 」は或いは「 」に作るは，古　「 」と「 」とは通ずればなり（欽定『續通志』
卷一百十九・諡略上・「周書諡法解」条）。

































































葉～三十九葉・「在國逢難曰愍 /使民悲傷曰愍 / 在國連憂曰愍 /禍亂方作曰愍」条）。

























































































































36 経済理論　361号　2011年 5 月
陛下（武帝）の知る所なり。今，宜しく事を以て斷つべし，書を引く可か
らず」と。［賈］妃　之に從う。［張］泓　乃ち具草（起草）し，帝（惠帝）
をして之を書せしむ。武帝　覽て大いに悅ぶ。太子［の地位］　遂に安ん
ず。大位に居るに及び，政　羣下に出で，綱紀　大いに壞る。貨賂（賄賂）
　公行（公然と行なわれる）し，勢位の家　貴きを以て陵物（人を軽視す
る）し，忠賢の路絕つ。讒邪（讒佞奸邪の人）　志を得，更に相い薦擧す。
天下　之を互市と謂う……天下　荒亂し，百姓　餓死す。帝（惠帝）　曰く，
何ぞ肉を食わざるか，と。其の蒙蔽（愚昧無知）なること皆な此の類なり。
後，寃（餅）を食するに因りて毒に中りて崩ず。或いは司馬越の鴆すると
云う（『晉書』惠帝本紀）。
　前漢の惠帝も晉の惠帝も，建文帝と同じく第二代目の皇帝であった。その事
績も，建文帝と似通っていたようにとれる。すると，清政権が重複を敢えてし
てまで，「惠帝」としたのは，この二人の皇帝を意識していたとも考えられる。
　すると，清政権は，建文帝に同情はしつつも，その事績を反映した帝号を贈っ
たと考えられる。それが南明政権と重なってまで「惠」字にした理由ではない
だろうか。
おわりに
　以上，検討してきたように，明代を通じて，建文帝は否定された存在であり，
建文帝に諡号や廟号を贈ることは，何度も提案されてはきたが，実現しなかっ
た。ただし萬曆年間に「國史」編纂に関連させて「建文」の年号の復活が認め
られた。しかし，「國史」編纂が頓挫するとともに，年号の復活もあやふやになっ
てゆく。ただ明代を通じて，建文帝に対する同情は高かった。それが，形をとっ
たのが，いわゆる建文帝の出亡（逃亡）説でなかったのだろうか。
　南明政権は，建文帝の諡号を「嗣天章道誠懿淵恭覲文揚武克仁篤孝讓皇帝」
とし，廟號を「惠宗」とした。ただし，「惠宗」については，元の順帝のもの
と重なることや「宗」をつけたことなどが顧炎武によって批判される。ただ本
37建文帝の諡号について（7）
来の諡の「讓」字には人に功績をゆずる意味も含まれ，実際に自分の地位を他
人に譲った人に「讓」字が贈られている。また，「惠」字には，「惠にして 政
まつりごと
を
為すを知らず」と譏る意味が含まれ，建文帝を否定的に評価しようとした諡号
と廟号であったとも理解できる。
　清代では，公式見解を示す欽定『明史』の建文帝の贊をみると，肯定的に評
価されているようにとれる。しかし，建文帝に贈られた「恭愍惠皇帝」という
諡を見ると，建文帝の事績を反映させた文字を選定している。清政権において，
建文帝の諡号を撰んだ官僚は，かなり客観的に作業を行なったようである。そ
の結果，建文帝にはよい諡号を贈ることはしなかったのであろう。
